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はじめに
　従来、都市史研究の立場から、応仁の乱後の復興した京都を図示するものとして初期洛中洛外図は
注目されてきた（1）。また都市の別の側面、トイレ（2）、遊女（3）、運搬（4）、行列（5）、農村風景（6）、
子供のなどに言及した論文も増えてきた。これは昨今の絵巻物研究の傾向にも当てはまる。
　本論文で見ていく風流踊は、概説書にも掲載される著名な場面なのだが（特に上杉本）、踊の芸態
に論及するものは極めて少なく、時折あっても「風流踊の芸態とは何か」という筆者の疑問に具体的
に答えてくれるものはなかった（8）。芸能史研究者がこれまで手付かずにしておいたのは、裏付けと
なる記録がほとんどないからであって、今ほど絵画史料の有効性が認められていなかったためであろ
うと思われる。とはいっても、私が取り上げたのは踊の中の服飾という一側面であるから、まだまだ
ほかに方法はあろうと思われる。今回私は、絵画史料の踊場面を知るために、風流踊衆の服飾を1人
ずつ検討する作業において、絵師が思いの外描き分けを忠実に行っている事実に今さらながら気が付
いた。「絵をみる」のではなく、「絵を読む」（9）ためには、かなりの観察力が必要とされる。見落とし・
思い違いも多いだろうが、私なりに「絵を読む」努力を重ねてみたい。
1．問題の所在
　中世末から近世初頭にかけて洛中に流行した風流踊は、「まわりの衆」と呼ばれる輪踊りの輪を形
成する踊手と、「中踊衆」と呼ばれる円の中の離手たち、笛・鼓・太鼓・輻鼓などの楽器を持って演
奏する、能楽の離方と同様の二つの集団で構成される。「まわりの衆」「中踊衆」の語は『言継卿記』
永禄11年（1568）7月27日条（ユo）の
鳥丸へ罷向躍之用意、人数以上五十三人云々。笠金銀四かはり、唐糸四方に有之、各一様也。白帷・
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腰巻まわりの衆綺口絵、幟持五六人、中をとりは皆紅梅也、白帽子、たすきは悉けかちの帯、扇、金銀、絵なし、
三躍有之、門之内にて習礼有之、巳下刻出門、一品以下公家十三人有之、
と風流踊の服飾に詳しい記述より借用した。これによると「まわりの衆」「幟持」「中をとり」の三種
の踊手が、それぞれ共通して「白帷」「腰巻」「白帽子」「たすき」をつけ、金銀の扇を持って踊る。
引用部分は風流踊の服飾を具体的に記したものとして最も有名だが、果して絵画史料と一致するかど
うかを検討してみる。
　町田家旧蔵洛中洛外図屏風（11）（図1．以下、町田本と略す）も東京国立博物館蔵洛中洛外図模本
（12）（図2．同、東博模本）も上杉家旧蔵洛中洛外図屏風（13）（図8．同、上杉本）も、「まわりの衆」
は、かぶりもの・衣服・持ち物とも『言継』のいう「各一様」の服飾、つまり揃いの装束で踊る。手
拭を頭からかけて、その上に笠をかぶり、あるいは桂包をして、小袖に袖を通し、前垂（前掛け）や
腰巻をつけ、ささらを鳴らしながら、扇を舞わせながら、輪舞する。10人以上もの人間が揃ってのこ
の異様な風体は、ほかの場面に類を見ない姿である。複数の人間が同じ衣装を身につけることはあっ
ても、10人というのは驚かされるし、風流踊以外の場面では着ているものは一緒でも、絵師が服の文
様や色をわざと変えて描写している。（14）文献史料で裏付けがとれる揃いの衣装にした点に、自分の
目で見たにしろ定型があったにしろ、絵師の律儀さが感じられる。何げない一つ一つの描写も、意味
があると思って当たらなければならない。
　細かく見ると『言継』の「白帷」は白いかたびらのことで上杉本のまわりの衆の上衣と一致する。
「腰巻」や金銀の「扇」も上杉本まわりの衆が身に着ける。「白帽子」は『月次風俗図屏風』（15）（図
1）・『十二月風俗図』（16）（図12）や七十一番職人歌合などの庶民女性に見える桂包を指し、「たす
き」は『月次風俗図』などに、笠は町田本・東博模本・上杉本に、それぞれ登場する。「幟持」は室町・
戦国期の絵画には見られず、慶長十年（1605）の狩野内膳筆による『豊国社臨時祭礼図屏風』（六曲
一双、京都・豊国神社蔵）に現れるぐらいで、例外と考える方がいいのではないかと思われる。
　また『言継』の前日　（7月26日）条に
鳥丸躍之稽古罷向見物了。四十五人云々。公家衆十絵人云々。台物にて一蓋有之。明日必定云々。
女官之単所用之由被申候間、女官阿茶に借用、同銅拍子鈴之事被申候問、松尾社務へ申遣借用到、
とあることカ｝ら、「烏丸躍」（17）は26日の稽古の時点で踊手は45人、うち「十鯨人」が公家衆であり、
翌27日の本番には53人のうち「一品以下公家十三人」ら男性が踊ったとわかる。山科言継が用意した
女官の単はもちろん踊手のコスチュームである。おそらく白帷のことだろう。腰巻は武家女性の夏の
礼装であるが｝これをつけるということはすなわち女装するのに等しい。公家衆の踊における役割は、
言継が銅拍子・鈴という楽器を用立てた事実、公家の面々がみな音曲の嗜みがあるゆえに、あるいは、
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渋谷掃部等五十人有之、渋谷若衆共音曲舞等有之、鼓大小、笛等也、（18）
という記述からも、楽器担当の「中をとり」であったとの推論が導き出される。公家衆は、27日の記
事を見てわかるように、中踊衆として白帷・腰巻を着用し、女装したのである。位階によって服色を
厳しく制限されていた公家たちが女装とはかなりの勇気が必要であろう。この点について、知識とし
ては知っていても、従来あまり論及されなかったのではないか。女装という観点で「絵を読む」と、
キーワードは、腰巻のほか笠と笠下の手拭・前垂（前掛け）・桂包・束ね髪などが挙げられ、服飾史
の方面でも見逃されがちであったものが見えてくる。町田本・東博模本・『月次風俗図』（図1）・『十
二月風俗図』（図12）の踊手に注目すると、ひげが描かれていることに気が付き、男性だと知り
　　　　　　図1　　月次風俗図　松拍子の風流
たい。なお町田本・上杉本は近年、『洛中洛外図大観』（19）と銘打って刊行され、屏風絵全体の細部
まで見ることが可能になり、数量的な把握ができるのだが、東博模本の全体図は目にする機会がなく、
以下検証していくキーワードで括る作業からは除外する。
得よう。これらの画面では、男性が女
装して踊っているのである。しかし、
上杉本の踊手は腰巻をつけ、人物の背
中や髪に黒々とした長い髪が見えるこ
とによって女性と判明する（図8、後
述）。この踊手の性別の違い、また女
装して踊ることの意味は一体どこから
くるのであろうか。以下、それぞれの
服飾のキーワードごとに解明していき
2．女装の証明
【表1】洛中洛外図のひげ
町田本（人） 上杉本（人） ひげの多少 年齢 身分
くちひげE 12 26 うすい@↓
ｱい
うすい
ｱい
?←?髭　庶民
{　武士
あこひげ
]・髭 16 45
うすい
@↓
ｱい
?←?
ほおひげ
]・顎・髭 2 4
無精ひげ 0 3
合計 30 78
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　まず、ひげの検証から踊手が男性であることを証明する。黒田日出男は①多髭・整髭・少髭の順で
年齢が下になり、少髭もしくは無髭は若年層である、②整髭は貴族、無精髭は庶民・武士、③無髭は
僧侶、多髭は聖・非人という座標軸を示した。｛20＞この分類は絵巻物を主体にまとめたものであるか
ら、必ずしもこれが洛中洛外図にそのまま当てはまるとは限らない。町田・上杉両洛中洛外図にみえ
るまわりの衆以外のひげを表1の通り作製したが、無精ひげなどはほとんどないといってもよく、絵
巻物に見えるひげとは異なる点が多い。洛中洛外図中の人物の大きさは3センチメートルほどで、絵
巻物に比べて小さく、2分の1や3分の1にもなる。それでも髭（くちひげ）・類（あごひげ）・髭
（ほおひげ）の区別がつき、すべてひげを生やす者は男であるとわかる。また髪・韓は単独で描かれ
ることは全くなく、類は髭と、韓は髭・髪と、というように一緒に描かれている。
　　　　　　図2　　町田本風流踊
【表2】町田家本風流踊における服飾
　図2は町田本左隻第6扇の中段から下段にかけ
ての、風流踊の場面である。表2は町田本の踊手
の服飾を示す。同様に図3は東博模本、左隻第6
扇下段の風流踊の場面、表3はその服飾②）で
ある。町田本や東博模本の踊手のひげは、有名な
織田信長画像（愛知・長興寺蔵）式のひげで、口
の両脇に1本ずつあるのみである。洛中洛外図に
登場する若者の多くにひげが描かれず、蓄髭する
のは直垂・烏帽子姿の武士や、労働する小袖・袴
姿の町衆に多いことから、図2・3の蓄髭の者は
少髭であるが、若年というよりはむしろ壮年の男
性に比定できよう。絵巻物の場合よりも年齢が上
かぶりもの 衣　　服
役　　割
種　類 笠下手拭 その他の装飾 前垂 小袖
? 持ち物 髪形
?
肌の色
まわりの衆①～⑩ 餐　｛白｝
?
なし 黒 薄青 なし ささら 盈 口脇
?
中踊衆⑪備） 笠〔金ヵ） なし 笠頂につくりもの・縁に赤 なし 赤 白力
?
不明 不明 不明
⑫（鼓） 笠（金ヵ） 不明 笠頂につくりもの・縁に赤 なし 白ヵ 不明 鼓 不明 口脇
?
⑬（鼓） 笠（赤） なし 笠頂に葉〔9）・縁に赤紐 なし 白ヵ 不明
?
不明 口脇
?
⑭（太鼓） シャグマ（赤） なし なし なし
? ?
太鼓 不明 なし
?
⑮汰鼓） シャグマ（赤） なし なし なし
? ?
ばち 蓬髪 なし
?
⑯〔神官） 烏帽∫・ なし なし 白の水f 御幣 不明 不明 白力
⑰（僧） 頭li」（赤） なし なし 思染衣 黒塗傘 不明 不明
?
＊子供？
＊子供？
＊覆面
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になるのは、整髭の風が普及したた
めである。
　モノクロ図版でわかりにくいが、
肌の色が黒いことが男性であること
の傍証になる。表2の①から⑩まで
の人物の顔・手・足の色は、被衣の
女性たちと比べればその差は歴然と
現れる。男性たちは黒褐色で、被衣
女性たちの顔色は真っ白である。実
際に色白なのか、化粧（白粉）でそ
のように見せているのかは、客引き
をする遊女（町田本右隻第3扇下段）
【表3】東博模本風流踊における服飾
図3 東博模本風流踊
かぶりもの 衣　　服
役　　割 種類 笠下手拭 前垂 小袖 その他 持ち物 髪形 ひげ
まわりの衆①③④⑤⑧ 笠 白無地力 黒力 ○ ささら
?
口脇
鰯 笠 白無地力 黒力 ○ 覆面 ささら ? 不明中踊衆　　⑨（笛） 笠 なし なし ○ 肩衣袴 ? 不明 不明
⑩（鼓） 烏帽子 なし なし ○ 肩衣袴 鼓 不明 不明
⑪（鼓） 烏帽子 なし なし ○ 肩衣袴 鼓 不明 不明
⑫（太鼓） 笠 なし なし ○ 肩衣袴 太鼓 不明 不明
⑬（太鼓） 笠 なし なし ○ 肩衣袴 ばち 不明 口脇
⑭（僧） 頭巾 なし なし 墨染衣・覆面 黒塗傘 不明 不明
の色が際立って白く、室内で鏡を見ながら化粧する遊女（上杉本左隻第4扇下段、畠山ずし女郎）も
また一段と白いことから、日常白粉を施す遊女のような女性は画面でも白くすると考えてもよかろう。
庶民の女性は白く塗っている者と塗っていない者と二通りあるが、ここで問題になるのは、踊の際に
化粧をするかしないかである。上杉本の踊手は髪の長さからいって女性であり（後述）、顔色は白い
ので、白粉を塗っているのである。町田本の踊手は次のような図式で説明できよう。つまり、白粉を
施す必要もない男性という結論が導き出される。
　　上杉本　　　　　　　町田本
顔色白→白粉→女　顔色黒→化粧せず→男
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　以上の2つのキーワード（ひげ・顔色）によって消極的に踊手が男性であると知り得た。「ひげ」
「顔色」は、男性の身体的特徴であるが、次に見ていく「笠と笠下の手拭」以下はまさしく女装のキー
ワードである。
【表4】町田本　笠下に手拭を垂らす者
? ?
段 人数 性別 笠色 手拭色 服 髪形 持ち物 動作
右 1 上 2 女
? ?
小袖 不明 五条橋を渡る
〃 1 下 1 〃 〃 〃 〃 束ね髪 赤ん坊 だっこ 紙園会見物
〃 1 下 3 〃 〃 ? 〃 〃 祇園会見物
? 2 下 1 〃 〃 〃 ? 〃 町中を歩く
? 2 下 1 〃 〃 ? ? 〃 団扇 町中を歩く
? 4 上 2 〃 茶 〃 ? ? 参詣人
〃 4 上 2 〃
?
〃 〃 不明 吉田在所、農家の庭を歩く
〃 5
? 1 〃 ? ? ? 垂髪力 赤ん坊 馬上・だっこ 旅人（従者、前後1人ずつ）
〃 6 上 2 〃
? ? ? 不明 白川付近の山道歩く
左 1
?
1 〃
?
〃
? 束ね髪 赤ん坊 おんぶ 町中を歩く
〃 1
?
1 〃 ? 〃 ? 不明 町中を歩く
〃 2 下 1 〃 〃 〃 ? 〃 団扇
? 2 下 1 〃 茶 〃 ? 束ね髪
数珠持つ老女と同行
? 4 上 3 〃 〃 茶 ? 〃 参詣人（嵯峨釈迦堂）
〃 4 上 1 〃 〃 ナシヵ 〃 ? 参詣人（北野経堂）
〃 5 上 2 〃 〃
?
〃 〃 渡月橋を渡る
〃 5 上 1 女力 不明 昌無不明 〃 不明 渡月橋を渡る
〃 6 下 1 女
? ?
〃 〃 讃州寺門前で立ち話
? 6 下 1 〃 〃 ? 〃 束ね髪 赤ん坊 おんぶ 讃州寺門前で立ち話
　笠および笠下の手拭は、町田本に表4の通り28例が見られ、すべて女性である。注目に値するのは、
馬に乗って従者を連れて旅をする女性（右隻第5扇中段）以外、身分の高い人物は現れず、笠・笠下
の手拭をする者は大部分女房衆が占めている。上杉本は8名が男性で、女房衆以外の貴婦人は6例に
増えはしたが、全体の割合に比べると微々たるもので、こちらも女房衆が圧倒的多数である（表5）。
このように戦国期の庶民女性は、笠をかぶるとき、必ず笠下に手拭をかぶる。露頭の束ね髪の女性た
ちが、農作業や店番などの労働に勤しんでいるのに対し、笠・手拭をかぶる女性は、納涼や参詣など
に向かい、あるいはその途中の歩行、立ち止まっての世間話に興じている。労働に従事してはいない
し、もちろん家の中にいるわけでもない。笠というのは、外出する際の必需品となるが、そのとき手
拭を垂らす目的は、実用性が第一だったのではあるまいか。その実用性とは、前代の「虫の垂布」の
用法一外出の際の直射日光を避ける、風による髪の乱れを防ぐ一用法は、笠が、「虫の垂布」や
手拭などという布の代用品になり、髪を後ろに束ねる風が一般になったから、除外できる。あるいは
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【表5】上杉本　笠下に手拭を垂らす者
?
扇 段 人数 性別 笠色 手拭色 服 髪形 持ち物 動作 足元
右 1 1 3 女 茶
?
被衣 垂髪 歩行 参詣（清水寺舞台）
〃 2 1 3
?
うす茶
?
小袖 不明 歩行 五条橋を渡る
〃 2 1 2
?
茶
?
小袖 不明 杖力 歩行 五条橋たもと、納涼ヵ
? 2 1 1 子供 茶
?
小袖 不明 歩行 五条橋たもと、納涼ヵ
? 2 1 1 ? ? ? 小袖・袴 不明 ’零（左）・？（右） 歩行 五条橋渡る、刀差す
〃 2 1 1 女ヵ なし
?
小袖 束ね髪 座る 二軒茶屋の腰掛、笠ナシ
〃 2 1 3
?
うす茶
?
小袖 不明 歩行 紙園参詣
〃 2 3 、3 女 うす茶
?
小袖 不明 歩行 長購堂、鉢タタキを見物
〃 2 3 ? 不明 茶
?
小袖 不明 歩行 大政所門前に立つ
〃 3 2 1
?
茶 赤 小袖 不明 扇（白） 座る 鴨川沿い、相撲見物
〃 3 2 1
? ? ?
小袖 不明 歩行 鴨川沿い、相撲見物
〃 3 2 ? 子供 茶
?
小袖 不明 歩行 鴨川沿い、相撲見物
〃 3 3 2 女
? ?
小袖 束ね髪 笠（被らず） 歩行 山王社近くの町屋の女と話す
? 3 3 3 女 うす茶 白「 被衣 垂髪 歩行 山王社近く、室町通、被衣下手拭ヵ
〃 3 3 3 女 茶
?
被衣 垂髪 歩行 四条室町、鶏鉾見物
〃 3 3 1
?
うす茶
?
小袖・袴 不明 扇（金） 駆け足 四条室町、鶏鉾に向かう
〃 3 4 1
? ? ?
被衣 垂髪 馬上 西洞院通、旅行者
〃 3 4 1
?
茶
?
被衣 垂髪 歩行
〃 3 4 1
?
うす茶
?
小袖 不明 輻鼓（左） 歩行 西洞院通
〃 3 4 1
?
なし
?
小袖 束ね髪 杖（右） 歩行 西洞院通
〃 4 1 1
?
茶
?
小袖・袴 元結 笠（被らず） 歩行 蓼倉、茶屋前の旅人、刀差す
〃 4 1 1
?
なし 赤 小袖・袴 元結 歩行 蓼倉、茶屋前の旅人、刀差す
〃 4 3 1
? ? ?
小袖 不明 歩行 六角堂横、参詣
ク 4 3 i 女 茶
?
小袖 不明 歩行 六角堂横、参詣
ク 4 3 1 女 茶 白頭巾 小袖 不明 笠 歩行 六角堂横、参詣
〃 4 3 1 女
? ?
小袖 不明 かがむ 三条通、子供の小便を窺う
〃 4 3 2 女 うす茶
?
小袖 不明 歩行 室町通、算置きの客
〃 4 4 1 女
? ?
小袖 不明 歩行 四条坊門通、振り売り
〃 4 4 3 女 うす茶
?
被衣 垂髪 歩行 新町通
左 1 2 1
? ? ?
小袖・祥 不明 歩行 紫野、花見の一行ヵ
〃 1 2 1 男こどもヵ
? ?
小袖・羽織 不明 歩行 紫野、花見の一行ヵ
〃 1 2 2
? ? ?
小袖・羽織・袴 不明 歩行 紫野、花見の一行ヵ
? 1 2 1
?
うす茶
?
小袖 不明 歩行 上賀茂社参詣、男2人の案内
〃 1 3 1 子供
? ?
小袖・袴 不明 烏竿 鳥刺 上賀茂社周辺、竿は2人で1本
〃 2 1 1 子供
? ?
小袖 不明 歩行 千本えんま堂念仏狂言見物
? 4 1 3 子供
? ?
小袖 不明 歩行 広沢の池近くで勧進聖を見物
〃 5 1 2 子供
? ?
小袖 束ね髪ヵ 歩行 天龍寺に参詣ヵ
〃 5 1 1 子供 なし
?
小袖 束ね髪ヵ 包（茶色） 頭上運搬 渡月橋を渡る
ク 5 1 2 子供 うす茶
?
小袖 束ね髪ヵ 歩行 渡月橋を渡る
ウ 5 2 1 子供、
?
なし 小袖 束ね髪ヵ 笠ヵ（首に） 歩行 誓願寺参詣（老尼の供）
ク 6 1 2 子供
?
なし 小袖 束ね髪 歩行 松尾杜参詣（袋担う従者ユ人）
顔を隠すという被衣の用途も、（22）露面の女が外出しているので適用できない。笠とその下の手拭風
俗は、初期洛中洛外図の庶民女性の一般的な外出スタイルであったが、これ以後は姿を消し、慶長期
の風俗画に現れる髭を結う女性が、家に外に活発に動き回るのである。が、唯一例外は田植の際の早
乙女である。
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　　　図4　　月次風俗図　早乙女
【表6】町田本前垂をする者
　早乙女の姿は、『月次風俗図』（図4）や近世絵画に
も描かれ、現在でも各地の民俗芸能に残っている。彼女
たちが通常かぶる手拭は、汗を拭うのに用いられた。こ
のことから、町田本・上杉本の笠と手拭の併用は、外出
（笠）の際の汗拭い（手拭）が主目的だったと思われ、
女性特有の風俗であった。（23）
　次のキーワードとしてこれから取り上げる町田本・東
博模本に描かれる前垂（24）は、近世で大店の番頭のコ
スチュームとして周知の通り、女性特有の風俗ではなく
なっている。しかし、前垂が登場した当初は、女性特有
? ?
段 人数 性別 前垂色 服 髪形 持ち物 動作 運搬法
右 2
?
1 女 黒 小袖 束ね髪 水差し 運搬 片手 町中を歩く
〃 5 上 1 〃 〃 〃 〃 かがむ 穀物を天日に干す、親子
左 1
?
1 〃 ? ? ? 赤袋力 運搬 両手 南御所内
? 2 下 1 〃 〃 〃 ク 赤袋 運搬 頭上 光照院殿門前
? 2 下 1 〃 〃 〃 ? 歩行 上立売室町、町中に立つ
〃 4
?
1 〃 〃 ? 〃 箱・徳利 運搬 頭上 小川、町中を歩く
〃 4 下 1 〃 ? 〃 ? 籠力 運搬 頭上 今出川、町中を歩く
〃 4 下 ’1 〃 ? ? 〃 干す 今出川、裏庭で洗濯物を干す
〃 5 下 1 〃 〃 ? 〃 　子供．　o　，　．　噛　■　，　．　■　，　■　■　■　，　■
@　桶
だっこ．．．．■，，■・■，■
@運搬
　左肩．，，．，「．．■．．o
@右手
上京常盤院近く、町中を歩く
【表7】上杉本前垂をする者
?
扇 段 人数 性別 前垂色 服 髪形 持ち物 動作 運搬法
右 1 1 1 女
?
小袖 束ね髪
?
運搬 頭上 清水寺肖羽の滝で水汲
? 1 3 1 ク ? ? ケ 重箱 運搬 頭上 六条東洞院、昼飯持、子供連れ
〃 3 4 1 ? ? ク 〃
?
紙漉 両手で支える 西洞院通、町屋前に立つ
? 3 4 1 男力 ? 〃 ? 子供 おんぶ 西洞院通、町屋前に立つ
? 3 4 1 女 ? 〃 〃 歩行 西洞院通、橋を渡る、親子
〃 4 3 1 ク
?
〃 不明（桂包） 客引き 室町通、長い前垂（胸部も覆う）
? 4 3 1 ? 黒 ? 束ね髪 　銚子．■．「．，■．，■■，
@皿
酒を注ぐ
ｶ手に立つ
室町通、屋根葺きをする家
ケ 5 1 1 ク 〃 ク 〃
?
脱穀 両手で持つ 吉田在所、束ね髪に手拭被る女2人
ク 6 1 1 ク ? ク 不明（赤手拭） 脱穀 吉田社近くの農家、束ね髪の女2人? 4 2 1 〃 ? ク 束ね髪 店番 飛鳥井家近く、魚屋の店先に立つ
ク 5 3 1 〃 赤 ク ク 盆 運搬 両手で持つ 徳大寺殿近く、町中を歩行
? 5 4 ??　〃
D■■，・■，，■
@ク
D「，■．．，
@〃
　里．
D．．．二：∴，．．，
@〃C　，　「　，　，　．　「　・　■　，　．　．　．　，　．　，　．　，　．　．　r
@〃
　ク
Er噛■■■■，■
@〃
@ク
　　　〃
D　．　，　9　，　．　「　．　，　・　．　．　，　，　，　．　．　．　，　■　．　．　，　．　．　r　，　，　，　■　r　■　，　■　■　■
@　　〃
E　，　．　胃　，　．　．　・　．　，　．　．　．　，　，　．　．　，　・　■　．　，　，
@　　〃
　釣瓶
ｱ・〃．「「．，．．．r■，，
　水汲，　■　■　■　．　．　，　．　■　．　，　r　，　，　r
@運搬■．．，．，．．，．，「．，．
@運搬
両手で手繰る．．，，．・，■．，■■r，■■■■ 勝智院近く、井戸
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の服飾であった。表6・表7は町田本・上杉本の前垂である。これによると町田本の前垂色は9例す
べて黒、上杉本の前垂色は12例中1例が茶、1例が赤、その他は黒で、すべて女性である。（25）近世
の随筆（後述）や『舟木家旧蔵洛中洛外図屏風』（26）『職人尽絵屏風』（川越喜多院所蔵）を見ると、
前垂の色は赤が一般であったようだが、両洛中洛外図に関する限り、黒が優勢である。東博模本は彩
色を見てないが、陰陽だけで判断すると黒などの色の濃いものである（図3）。当初黒を用いたのが、
赤に移行したといえそうである。
　画中の人々は運搬・子守・農作業・洗濯・紙漉・客引き・店番・水汲みなど日常の仕事に従事し、
前垂は仕事着として用いられている。『職人尽絵屏風』の職人の女房たちは、やはり仕事着として赤
い前垂を腰に巻いて、傘づくり・桶づくりなどの各作業に従事する。前垂を仕事着に用いるのは、様々
な労働の最中、下に着る服（小袖）が傘張りの糊・洗濯や水汲みの際の水・稲束などによって汚さな
いために便利だったからである。洛中洛外図の女たちはまだ前垂をつけずに労働に従事する者が少な
くないが、例えば『職人尽絵屏風』の糸師・機織師など女性の職業とされている職につく者たちは、
すべて前垂、しかも赤色を身につける。現在の前掛けを使用する目的も、仕事時の服の汚れ防止であ
り、女性がつけるのが多いことを鑑みればうなずけるであろう。
　前垂の起源について述べる近世の随筆は2種ある。『甲子夜話』巻8に味噌をすったり野菜を切る
女官を次のように見聞している。
皆赤き前垂を着たり。（中略）緋袴着るべけれど、周旋不便なれば、中古より省略して如此赤布
を前にのみ着せり。是より京地の婦女は赤き前垂をきることになりぬと云けり。然れば今京摂の
間に、妓家茶店などの婦女、赤前垂着ることは、緋袴の余風なりと初て心付しなり。古は女も袴
は貴賎とも着せしこと、古画など見ても知べきなり。（27）
と緋袴省略のゆえに、赤前垂を着るという。まさしく赤い袴は女官の通常の仕事着で、また女である
ことの証でもあった。（28）次に挙げる『嬉遊笑覧』巻2では『源氏物語』「浮舟」を引用して、
「侍従もあやしきしびら着たりしをあざやぎたればその裳をとり給ひて君にもきせ給て御てづう
参らせ給ふ」とあり。よききぬにてうつか・らむをいとひてあやしき裳をきせたるは前だれ着る
意とおなじ。（29）
上等な着物に「てうつ（「手水」）」で汚れないために、「あやしき裳」つまり「しびら（摺）」を着け
るのは、前垂着用の目的に同じといっている。（30）
　ここで前垂の別の側面に注意したい。『月次風俗図』の早乙女の場面の右方、第3扇上段では田植
への食事を運ぶ様子が描かれる（図5）。女たちが桂包・前垂を着用して曲物を運び、前垂の色は辛
子色である。彼女たちは、民俗用語では昼飯持（ヒルマモチ・昼間持）と呼んで、早乙女と同じく神
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　　　　　　　　図5　　月次風俗図　昼飯持　　　　　　　　　　　図6　職人尽絵屏風　昼飯持
聖視される役目を負う。昼飯は、ヒルイイ　（『日葡辞書』）で正午の食事の意だが、田植の際は普段あ
まり食べないものを用意し、セレモニー化した食事である。日常時の昼飯持は『職人尽絵屏風』の番
匠に登場し（図6）、（31）彼女は番匠の仕事に従事するのではなく、家族の食事を運搬してきたので
ある。折敷の中に重箱2つと徳利・塗物を1つずつ、これを頭上に載せて、右手に桶を持ち、赤前垂
をまとう。上杉本には、田畑で作業する男たちのところへ昼飯を持ってくる女性が3例登場し、うち
1例は黒前垂である。（32）そのほかにも水差（町田本右隻第2扇中段、黒前垂）・徳利（町田本左隻
第4扇中段）・桶（上杉本右隻第1扇上段・黒前垂、同本左隻第5扇下段・黒前垂）・銚子（上杉本右
隻第4扇下段・黒前垂）を運ぶ女性が存在し、彼女たちが前垂を着用するのも、昼飯持の系譜に通ず
るところがあると思われる。上杉本（左隻第4扇中段）で唯一赤の前垂をする女性も、餅らしきもの
を盛った皿2つを盆上に乗せ大事そうに両手で運んでいて、昼飯持を疑ってよい。隣の女性も前垂こ
そしないが、やはり食料を入れたと思われる重箱を右手に提げ、食器類を頭上運搬する。松浦静山が
認めた赤い前垂は、ここの1例のみで、それが昼飯持を大いに示唆する場面になっているのは興味深
い。前垂の色がはじめ黒や茶系統であるのは、摺に紺・柿渋色などを用いるのと同じ理由で、汚れを
目立たなくさせるためと思われる。前垂に赤色が定着する時期は、前垂が庶民女性の服飾に欠かせな
いものとなる、慶長末頃である。
　前垂の発生が、摺という汚れ除けの目的と同じに用いられたのはわかるにしても、町田本・東博模
本の風流踊場面の前垂は、汚れ防止の用途だとは到底考えられない。笠・笠下の手拭と同様に、従来
の服飾で親しんだものを踊の服飾として取り入れたのである。一体それは何か。前垂の服飾はこの時
代、女性に限られていた。しかし笠・笠下の項で触れたように、「外出する庶民女性の服飾」と断言
できる程の数が、両洛中洛外図に表れなかった。r職人尽絵屏風』の時代（慶長年間成立）ならば、
「働く庶民女性の服飾」と定義できるであろう。絵画史料上、前垂の初見はr月次風俗図』田植の昼
飯持である。昼飯持の用途と専門労働（職人）の用途に挟まれたこの時期は、前垂を着けずに、家事
労働（町田本・上杉本）・専門労働（職人歌合）に勤しんでいる女性が圧倒的多数を占め、その中の
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前垂の着用者は、運搬に従事する例が一番多かった。前垂を用いるとき、運搬に従事する場合も風流
踊の服飾にする場合も、おそらく前の時代の昼飯持を念頭に置いて、採用したのだろう。
　ここにおいて町田本・東博模本・上杉本の服飾の笠と笠下の手拭は田植の早乙女と、町田本・東博
模本の前垂は田植の昼飯持と、というように少なからず田植との関連性を指摘することができる。そ
こで田植の詳細を次節で検討する。
3．田植の風俗
　次に挙げる史料は『栄華物語』巻19の「御裳着」（33）の治安3年（1023）5月、土御門邸の藤原道
長の前で催された田植の田楽の場面である。
さて御覧ずれば、若うきたなげもなき女ども五六十人ばかりに、裳袴といふ物いと白くて着せて、
白き笠ども着せて、歯ぐうめ黒らかに、紅赤う化粧させて続け立てたり。田主といふ翁、いとあ
やしきは衣着せて、破れたる大傘ささせて紐解きて、足駄穿かせたり。あやしの女に黒掻練着せ
て、はふにといふ物むらはけ化粧して、それも笠ささせて足駄穿かせたり。また田楽といひて、
あやしきやうなる鼓腰に結ひつけて、笛吹き、ささらといふ物突き、さまざまの舞して、あやし
の男ども歌うたひ、心地よげに誇りて、十人ばかりゆく。そが中にもこの田鼓といふ物は、例の
鼓にも似ぬ音して、ごほごほとそ鳴らしゆくめる。親しくものし給ふ殿ばらは、東の告子にて見
給ふ。若君達、四位・五位、高欄に押しかかりつつ見ののしる。又いと大きなる桶・折櫃どもに、
これ等が食物どもなるべし、持て続きたり。（中略）ありつる楽のものどもも、道の程つつまし
げに思ひたりつる、かしこにては我ままにのみののしり遊び奏でたる様どもぞ、いみじうをかし
く御覧ぜられける。（下略）
　「若うきたなげもなき女ども」早乙女たち5、60人は、お歯黒・化粧を施して、白笠をかぶり、白
い裳袴をはいて、並んで田植を行う。白い手拭は用いていない。裳が宮廷女官の仕事着で、その系統
が前垂に受け継がれたことは前にも触れた。裳も前垂も、汚れを防止するための服飾である。（34）
『中右記』（35）大治2年（1127）5月14日条に
有田種興、種女廿二人、其装束金銀錦繍、皆有風流、天下過差不可記尽、
種女（早乙女）の衣装には、金銀の色とりどりの着衣に刺繍を施していた様子がわかる。また『栄華』
の「いと大きなる桶・折櫃どもに、これ等が食物ども」「持て続きたり」とあって、その者の性別は
語られないが、昼飯持の存在が確認される。
　「田主」は田の持ち主という意と、田植祭を主催し田植作業を指揮する者という意がある。これの
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衣装は破れた大傘をさし、紐を解いて（未詳、腰紐を解いて肌脱ぎになる？）足駄を履く。民俗芸能
で田主というと「田の神」を模した翁に相当する。「あやしの女」も田遊びで翁と抱擁することによっ
て稲の豊饒が信じられている堰の役を課せられた者であろう。しかし田主にはまだ未解決な点がある
ので、ここでは唯手や早乙女と別個の役割を演じたというだけにしておく。
　難手の奏す楽は田楽と呼んで、「あやしきやうなる鼓」は腰に結び「田鼓」といいごほごほとあま
り鳴り響かないことからr浦島明神絵巻』・『年中行事絵巻』・『大江山絵詞』にある田楽太鼓であ
ろう。これに笛、ささらを加えて歌い舞う10人ばかりの唯手で構成されている。舞は一定の型がある
わけでもなく、「我がままに」大声を出し、唯したのである。（36）彼らは「あやしの男」と評せられ
た男性の難手で、風流踊の中踊衆の楽器が鼓・太鼓・笛であったことを想起させる。『中右記』（37）
に若い貴族たち30人が、小鼓・懸鼓・銅拍子・左々良・笛・田主・一足・二足という離子を演じたこ
との記載がある。一足・二足は竹馬のような曲芸物、懸鼓は首から懸ける鞠鼓であろうか。『長秋記』
（38）大治4年5月10日には、
午斜種田事始、（中略）種女廿人着赤水干、紺帷、黄生絹裳、檜笠向御前双立種之、其後有田楽者、
着白張布、狩衣袴、浅黄目結帷、懸鼓撹左々良吹笛、振指之類双立唱歌、又相投苗軍、又散楽弘
延着大鳥帽、立田畝行事、持破唐笠之者一人相従、又田楽法師等十余人著当色、
とある。ここでは離手が白張の布（浄衣）に狩衣袴を用いている。町田本⑯（表2・図2）の、鳥帽
子をかぶる神官姿の人物に一致する。「散楽弘延」は「大烏帽（子）」をかぶり、田の畝に立ち「行事
（司）」し、破れ唐笠を持つのだから、『栄華』での「田主」の記述に一致する。
　ところで町田本で傘を持つのは⑰（表2・図2）の僧形の者である。上杉本にも黒塗りの傘を抱え
る人物がいる。上杉本の⑳（表8・図8）の人物は赤いまわしを着けており、『月次風俗図』の団扇・
鍬を持って早乙女を指揮する男、太鼓を持つ男、笛を運ぶ男、田に入って苗を捧げながら早乙女を指
図する男、食料を運ぶ男等が共通して身にまとっている腰衰を略したかと思われる。田植作業を指揮
する男性と同じ服飾で
しかも『栄華物語』同
様に傘をさしているか1
ら田主かといえばそう．、
もいえない。『月次』
では別に2人の翁が扇
を持って舞っているの
である。扇で田植を指
揮しているといえば、
そう思えるところに難　　　　　　　　　　図7　弘願本法然上絵　　田植
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点がある。あるいは町田本の黒塗傘を持つ僧形の者、また両本の神主姿の者や上杉本の巫女、これら
との関連も考慮しなければならない。今いえるのは離手・踊手以外に翁、神主、僧、苗や食事の運び
手が存在し、そのいずれかが「田主」、「あやしの女」の流れを受け継いだのであろう。
　実際に絵画史料で田植を見てみると、風流踊との類似がかなり見受けられる。『弘願本法然上人絵伝』
（39）（図7）、『大山寺縁起』（40）ではすりざさらを擦る者、輻鼓を誇らしげに叩く者、鼓を放り投げ
る者と、中踊衆の嘩方を凝縮した画面である。町田本・東博模本のまわりの衆の持つ楽器は、すりざ
さら（搾）であり、上杉本のそれは、びんざさら（彫・編木・拍板）である。絵巻の田植図は管見で
は、すべてすりざさらを用いている。『年中行事絵巻』の祭礼の田楽では、びんざさらを用いる。町
田本・東博模本の風流は、ここでも田植のイメージを崩さない。
　『言継卿記』元亀2年（1571）7月25日条の
一、今日上京中之躍、武家へ参之由有之間、巳刻参武家、南之楯へ御成、御傍に候見物之。先一条室
　　町以下雪燭鷺等也。次西陣、廿一町与、田栽・座頭上るリ等、第一之見事也、次立売薦僧尺八、以下、
　　第三の見事、次絹屋町小川鐘鋳以下入破三番、道明寺、西王母、黒主、第二の見事、等也。各結構金銀・
　　金欄・段子・唐織・織物・紅梅・綺羅を尽す。先代未聞也。（下略）
記事中の第一番の好評を得た「田栽」の風流というのが、町田本・東博摸本のまわりの衆の風流であっ
たと私は考える。（41）『豊国社祭礼図』などから、仮装グループは中踊衆に限定されがちであるが、
まわりの衆も仮装していた点に留意しなければならない。風流の題材に年中行事を扱ったものは、ほ
かに「次神左衛門尉ハ千秋万歳を仕也云々」（42）「武者小路風流小五月会、（中略）具足見事」（43）や
「風流禁裏へ参之間、祇候見物、紅葉狩之心也、入破躍無之、只渡者也」（44）などで史料上では数え
るほどしかないが、三条西実隆ら多くの公家が日記に書き留める際、「風流拍子物」、または「拍子物」
としたように正月の松拍子を連想させるものも多く、年中行事という範疇で分けるのなら、正月が圧
倒的多数を占めたと予想される。つまりは正月には既成の芸能が集中していて、そこに新興芸能であ
る風流踊が結び付き易かった。同様に、集団芸能としては長い歴史を持つ田植の田楽を、風流踊の題
材とするのは、少しも無理がないのである。『月次風俗図』は全部で8扇だが、うち2扇分を田植の
画面に充てている。当時の田植に対する関心の程が窺える。町田本の風流踊を孟蘭盆会に行う「念仏
踊」と説明するのが多々見受けられるが、町田本や東博模本に限っていえば、一遍や空也によって始
められた念仏踊には程遠い。全く別物だと考えた方が混乱を招かないのではないか。宗教的色彩を消
され、芸態にしても円舞の点が共通するのみで、『一遍上人絵伝』に見られる大地を蹴って跳ねる形
ではなく、早乙女が苗を植える姿、腰をかがめてリズムにのって腕を突き出す姿が写し取られている
のである。
4．女装の意味一むすびにかえて一
　町田本も東博模本も田植の風流を演じ、その服飾は女装であった。では同時代の女性たちはどうだっ
たか。図8は上杉本の風流踊図、表8は服飾をまとめたものである。⑤⑦⑫の後頭部には束ね髪が見
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える。束ね髪は活動しやす
いように女性が長い髪を後
頭部でまとめ上げる髪形で
ある。⑦の人物はそれが一
部ほどけていて髪の長さが
わかるし、髪の量の多さ（②
の頬にかかる髪など）から
男性が女装したのではな
く、女性そのものとわかる。
町田本の踊手の髪は、短い
髪でありとても束ねる程の
【表8】上杉本風流の服飾
図8 上杉本風流踊
かぶりもの 衣服
髪形役　　割
種類 笠下手拭 その他の装飾 腰巻 小袖 その他
持ち物
まわりの衆①⑩ 笠（緑） 白無地 笠頂に花（赤）
?
白無地 編木 束ね髪
翻 笠（緑） 白無地 笠頂に花（白） ? 白無地 編木 束ね髪翻 笠（緑） 白（端に赤線） 笠頂に花（赤） ? 白無地 編木 束ね髪④⑫ 笠（緑） 白（端に赤線） 笠頂に花（白） 赤 白無地 編木 束ね髪
⑬ 笠（白） 白無地 笠頂に桶（白）
謔ﾁ手に花（赤）
なし 白（赤格子） 編木 束ね髪
⑭ シャグマ（赤） なし シャグマ頂に蝶（銀） なし 水色 肩衣袴（赤） 花枝（白） 不明
中踊衆⑮（娼鼓） 笠（緑） 白無地 笠頂に蝶 赤 白（赤格子） 綿鼓 束ね髪
⑯（鼓） 笠（白） 白（端に赤線） 笠頂に鳳風 赤
?
鼓 束ね髪
⑰（鼓） 笠（金） 白（端に赤線） 笠頂に鳳風
?
赤無地 鼓 束ね髪
⑱（太鼓） なし なし なし 褐色 白無地 太鼓 垂髪
⑲（太鼓） 笠（赤） 白（端に赤） なし 自無地 緑 ばち 束ね髪
⑳（神官） 立鳥帽子 なし なし なし 水干（褐色） 御幣 不明
⑳（田主？） 折島帽子 なし なし なし
?
まわし 黒塗傘 不明
象巫女？
量ではない。女性の束ね髪は男性のひげと同様、性を区別できる。
　再三述べた通り、黒塗傘を抱える男は田植の田主かと思われる。また前傾姿勢、笠と笠下手拭、そ
して楽器類（鼓・太鼓・鞘鼓）も町田本と一致する。逆に町田本と異なる点の腰巻・びんざさら（編木）
が上杉本の特徴である。町田本の方がより田植に近いのではあるが、私は上杉本風流も田植を材料と
して風流踊に取り入れたものとする。この場面の季節を春とする説があるが、右隻第2扇という位置
から、あるいは同じ扇に7月前半の祇園会の模様が描かれている点から、さらに見物人が団扇を用い
ている点から、季節は夏としなければならない。むろん、洛中の風流踊は7月の後半期に集中する事
実からも断定できる。春とする根拠は踊手たちの花からの連想だろう。花があるからといって春とは
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図9　　上杉本の函谷鉾 図10　　上杉家の袴鉾
限らず、田植の芸能の一種に花田植がある。つくりもの
の花笠をつけて秋の豊作を祈願する予祝的芸能である。
上杉本はこれの源流に近いものではないだろうか。この
点に関しては未考である。
　図9・10は上杉本中の祇園会山鉾内の模様である。
函谷鉾内に束ね髪をした女性が数人見える。鶏鉾内にも
同様の束ね髪姿が認められる。彼女たちの衣服は小袖で
ある。また山鉾に走り寄る女性（右隻第3扇下段、図11）
は袴をはいている。前代なら袴を着ける女性も多く見ら
れたがこの時代は小袖中心で、女性は着流しがほとんど
であった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図11　上杉家の袴をはく女性
　彼女は笠と笠下に手拭を着ける女装の風俗をするが、袴をはくゆえに男装であるといってもよ
い。（45）女人禁制といわれる祇園会だが、これらの画像を発見することによって、戦国期の女性の活
動的な様子が窺える。祇園会は風流踊と同様、異装の宝庫である。祇園山鉾に従う男たちは、赤や金
　　　　　しころなどの笠と鞠を併用する。（46）これらは祭礼用であって、上杉本の笠の上のつくりもの、鳳厘い蝶
なども同様（風流踊用）である。山科言継のように前の日になってから慌てて「女官の単」を用意する場
合もあるが、風流踊の装束は祭礼用にわざわざ前もってこしらえるものが多い。その最たるものが、
灯籠である。大灯籠を頭の上に戴いて踊るのは、少し後の時代だがr時慶卿記』や『兼見卿記』に詳しい。
明夜仕立之事ス・シノ帷モロウス、白ススシノ前垂絵之、黒帽子、赤キ頬カウ、小団扇金、灯炉
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之役者一人召具、ス・シノ
　ママエ
惟、金蘭前垂、（47＞
　京都市左京区久多では、
毎年8月23日に花笠踊を行慧
う・その花笠づくりは8
15日に行い、下準備はその
年の正月から始めている。
この踊の踊手が持つ花笠と幾
いうのは、蝋燭を中に灯し
て周りをつくりものの花で
飾るという古い形を残して
いる。この久多の花笠踊や　　　　　　　　　図12　　　　　十二月風俗図
八瀬の灯籠踊（48）は、以前は灯籠を頭に戴いて踊ったといわれている。『十二月風俗図』（図12）
や上杉本の踊手は水桶を頭上に掲げる。この、灯籠ではないが、桶を頭上運搬する所作が、灯籠
踊に引き継がれ、あるいは洛中洛外図のま．わりの衆の笠（花笠）　と結び付いて、久多の花笠踊
が生み出されたのである。（49）
　風流踊の踊手が男性の女装によって特殊な空間を作り出していたのに対し、祇園会では一般庶
民の女性が祭礼に参加するという、これまた「先代未聞」な情景を目の当たりにして、宗教的な
色彩を払拭しようとする民衆の姿が現れる。男たちは女装をし、女たちは女の服を着たまま、ど
ちらも7月の行事に参加した。不充分であるが風流踊の服飾を検討して女装との結論を得たので、
ここで改めて女装の意味を考えてみたい。
　まず、女装の意識があったかなかったか。天正以降の「かぶき踊り」の意図的な男装よりは、
’町田本・東博模本を見る限りは「意識」という点で、薄かったと思われる。早乙女・昼飯持の服
飾を用いた時点で、女の服を着るという認識はあっただろうが、小袖それ自体が男女兼用の服で
あったという下地があるから、女装にそれほどの抵抗感がなかったのではないか。すでに笠・笠
下の手拭風俗が上杉本で男性に使用されつつあり、前垂も江戸期に男性にも使われる風に変わっ
ていくのを見ると、当初、女性特有のものであろうとなかろうと関知せず、新しいものは取り入
れようという先取り精神が見え隠れする。
　最後になぜ風流踊に女装が採用されたか。これは女装というよりも、田植の田楽の印象が強かっ
たため、田植の意匠を採用するのに重点が置かれたせいである。しかしながら田植を風流踊に持
ち込む例が、多かったのはなかなか示唆に富む。もはや稲作の余地もない洛中では、昔の盛大な
田植を思い起こさせる風流が受けたのである。また大勢の早乙女の並び立って作業に専念するさ
まが、輪踊をもたらす一要因にもなった。京中の貴賎が田楽を殊の外好んだのは、永長の大田楽
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で証明されている。このとき以上の流行が洛中の風流踊といわれて久しいが、風流踊を受け入れ
る下地がすでに田楽に親しんでいたがために、形成されていたのである。そして田植時の女性の
役目、早乙女・昼飯持はその空間の見せ場を演じる主演女優である。男性は決して自分に回って
来ない主役の座へのあこがれと、在りし日の田植への郷愁をもって、田植の風流を望んだのであ
る。
　女装が採用される場は、祭礼の場にという意識は強かったに相違ない。逆にいえば女装が許さ
れるのは祭礼空間だけである。男女兼用になる前に最初の段階で女装する機会が、祭礼であり、
祇園会であり、風流踊であった。風流踊は種々の趣向（風流）を凝らす踊であるのだから、あら
ゆる芸能の側面を含んでいる。それゆえに熱狂的に、庶民のみならず、公家にも武家にも流行し
たのである。
（1）
（2）
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　　　（守谷前掲論文，註8）
（18）
（19）
（20）
（21）
（22）
（23）
（24）
（25）
（26）
（27）
（28）
（29）
（30）
（31）
『言継卿記』永禄13年8月8日条
小学館，1987年，町田本・上杉本・舟木本に分冊。
黒田日出男「『髭』の中世と近世一髭から何がわかるか一」『週間朝日百科日本の歴史別冊歴史の読
み方1，絵画資料の読み方』（朝日新聞社，1988）所収
なお，東博模本に限ってカラーではなく，白黒のみしか見る機会が得られず，よって表3には色の要
素は掲載できなかった。
上杉本では被衣女性のうち，笠・手拭をかぶっている者が数例見られる。彼女たちの何人かは顔を隠
すために，手拭を口元に持っていくが，秘面には被衣で十分であると思われる。手拭と被衣がセット
になるのは夏だから，やはり汗拭いが本来の目的だろう。
手拭の用法は，江馬務「手拭の歴史」（『著作集』巻4，中央公論社，1976）に桂包・捕縛・入浴・汗
拭・錠に括る・手水が挙げられる。この中で外出の際の女性が活用する用法は桂包・汗拭が考えられ
る。しかし，笠との併用を考え合わせると，桂包の目的（髪の乱れ防止・頭上運搬時のクッション）
は除外される。
前掛けを指すが，古辞書（『書言字考節用集』『倭訓栞』『塘嚢抄』）に「マヘダレ」とあり，当時の記
録，また江戸時代全般を通して前垂と呼んでいるから，この語を使用することにする。
右隻第3扇下段のおんぶをする者を，顔色・顔の輪郭などから表7で「男ヵ」としたが，むしろ，子
守の役目・束ね髪・服色から少し年のいった女性と考えた方がいい。
舟木家旧蔵本。現東京国立博物館蔵。六曲一双。慶長末年の景観を描く。
　『甲子夜話』（東洋文庫『甲子夜話1』，1977）
黒田日出男「地獄の風景」（『姿としぐさの中世史』所収，平凡社イメージリーディング叢書，1986），
保立道久「娘の恋と従者たち　　『粉河寺縁起』を読む」（『中世の愛と従属」所収，平凡社イメージ
リーディング叢書，1986）
　『嬉遊笑覧』（日本随筆大成第2期別巻『嬉遊笑覧』上巻）
　『信貴山縁起絵巻』では水汲み，菜摘み，台所仕事，瓜採集などの家事労働に従事する場面で下仕女
が摺を腰にまとう。
図版は『職人尽図j（埼玉新聞社，1981）
（32）上杉本右隻第1扇下段（黒前垂），同本左隻第1扇中段（前垂なし），同本左隻第2扇上段（前垂なし）。
（33）　松村博司『栄華物語全註釈』。なお『栄華物語」絵入り九巻抄出本（刊行年月日不明）に田植の図が
　　　ある。
（34）特に糊造り，井戸の水汲み，洗濯などの液体の汚れ防止と，田圃のぬかるみ防止との類似点に気を付
　　　けたい。
（35）　『史料大成』
（36）　史料中の「誇りて」は，『言継卿記』大永7年1月15日条「三毬打ほこらかされ候」と同様難すさま
　　　をいったのだろう。
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（37）
（38）
（39）
（40）
（41）
（42）
（43）
（44）
（45）
（46）
（47）
i嘉保3年（1096）7月12日条
『史料大成』
個人蔵。図版は「週刊朝日百科日本の歴史第2巻中世の村を歩く」より採用。
東京大学史料編纂所蔵。なお『たはらかさね耕作絵巻』（東京大学史料編纂所蔵）・『会津農耕図屏風』
（会津酒造歴史館蔵）にも田植図が描かれる。
守谷毅は「鐘鋳」とともに「田うへ」が天正狂言本に題名が見えるのを根拠に，狂言に依拠したもの
で，どちらかといえば中踊衆が演じたとの考えを述べられている（前掲註8「洛中の風流踊」）。
『大館常興日記』天文9年7月16日条（『史料大成』）
『言継卿記』天文21年（1552）7月24日条
『同上』天文22年7月21日条。但し，能の紅葉狩りから採用した風流という考え方をすれば，格別年
中行事にこだわることはない。
後ろの男性が差しているのが見えている可能性もあるが，脇差が認められる。
上杉本右隻第3扇中段（2名），下段（8名）。
『兼見卿記』（静嘉堂文庫蔵）天正14年（1586）7月11日条
（48）京都市左京区八瀬で毎年10月10日に行われる。風流灯籠を，少年がかぶるのみで，踊に用いていない。
（49）　桶を『職人尽絵屏風』の昼飯持が持っていた点，昼飯持が運搬をする女性で頭上運搬が多い点，この
　　　2点から桶を戴く服飾も田植の昼飯持の服飾から派生したと私は考えている。
なお，本稿は，1990年度修士論文の一部をまとめたものである。
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